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307. 民事堂滋動援の遠いがうット骨格筋のHO'滋去滋
性iこ及iます影響
-ESRによる検討・SATプロジェクト78…
083辺解i、増飽和策2、平山娩3、永瀬宗室23、
太初唆奨4、久野綾愈5e筑波大学大学援体脊科学務究科、 2金沢大学教
育学部、 3筑波大学臨床際学系腎綴内科、 4箆立ス
ポーツ科学センタ…、 5筑波大学体育科学系)
(Ei的}どれ伎の身体活動が、生体に立あるいは鎮の
影響を及ぼすかについては明維でない。 活性酸素によ
る綾織嫁警は生体に負の影響を及ぼす線図となると露・
われている。活動時に発生する活性援を紫が省答となる
かは、活性酸素の発生系と治安系のバランスによって
決まり、このパランスは身体活動の畿、強度および継
続期間により変化する。身体活動時の滋伎震を繁発生源
となる脅格筋の銃器変化能力を測定することは身体活動
の安全性・危検性を明らかにするよで震安である。最
近、宝章子スピン共鳴法 (ESR) とスピントラップ剤の
併用により活性酸繁消去活性の選択的な測定が可能と
なり、この活性畿紫消去活性は傍鱗殺のぬ・ぃ抗酸化能
力マーカーとして利潟できることが英語待される。日常
活動蚤の多少により筋内の活性綾繁発生驚が異なるた
め、統滋イヒ能力の適応変化も異なると窓、われるが、
明らかでない。本研究では活性首長紫畿の中でも反応性
が高いヒドロキシルラジカル (HO')に着信し、日
常活動塗の速いが脅格筋の日O'消去活性に及ぼす影
響を検討した。{方法]10遜齢のWistar“lmamichi系雑
性ラット23匹を、終日走行可能な回転車給付き務脊
ゲージで{態別に22;鍾開銀脊した。飼育期間の車輪!ill転
数から算出した総走行距離を身体活動嚢とした。飼
育後にヒラメ筋、Jl底筋、験線筋深綾部・表務部およ
び心筋を構出した。筋ホモジネートを入れた混合液
内でFenton反応、によってHO'を発生させ、 DMPO
(5， 5-d i methyl噌トpyr roli ne-N-ox ide) によって
DMPO-OHのスピン Adductをf乍り、 ESR (JES-
TE25X， J EOL. ~rokyo) によりスペクトルを得たo
DMPO“OH と M~2+のスペクトルi七から、 HO' 消去活
性を求めた。ミトコンドリア酸化欝繁としてクエン合
成鮮繁 (CS)活性とチトクロムC酸化酵素 (COX)活
性を測定した。{結果}総走行距離の平均伎土SDは
431.7士353‘5kmで、ぺSD:未満を低活動群 (n=6)、
土lSD以内を中活動群 (n=12)、十lSD以上を潟活動群
(n;5)に群分けした。各筋のHO'治安活性を3群熊
で比較したところ、有意な援は認められなかった。ヒ
ラメ鶴、足農務及び心筋のHO'消去活性とcs活性や
cox滋牲との織に苓窓な報関関係は認められなかったo
i考察}低活動群と高活動群の総走行路織に17倍もの
笈がみられたo ゆえに、群簡で活性畿繁の磯露時間や
撃が大きく築なり、抗酸化能力の逃r.i5も大きく輿なる
ことが予想‘されたが、いずれの筋においてもHO'治
安活性の群熊避は認められなかったo ただし、自発的
な活動は組織の義変化的綴傷を引き起こさない可能性が
報告されており、日O'は元々筋に備わっている抗酸
化能力(グルタチオンなど)によって消去された可能
性や消去機序の中の{患の遜穏で消去されていた可能性
が考えられる。今後、筋肉グルタチオンなどのHO'
消去物質と自発的活動議との鴻係について検討を加え
る必繋がある。{結論}日常活動畿の違いは、営繕筋
のHO'i持去活性に影響撃を及ぼさない可能性が示唆さ
れたo
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